
建物名称： 動物感染症研究・検査施設
構 造： Ｓ造 階 数： ２階
建築面積： ３６３㎡ 延べ面積：６７５㎡
工 期： 令和５年９⽉〜令和６年９⽉(１３ヶ⽉)

基本設計： 宮崎大学施設環境部
実施設計： 別当設計・あい設計共同体
工事施工者：建築：㈱大進建設

電気：和光電設㈱
機械：㈱サン設備

（木花）動物感染症研究・検査施設新営その他工事

動物感染症の研究・検査機能の強化を図る目的で、木花キャンパス
フロンティア科学総合研究センター（遺伝資源分野）東側に２階建
の動物感染症検査研究・検査施設を増築した。
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コワーキングスペース １階男子トイレ １階女子トイレ

フロンティア科学総合研究センター（遺伝資源分野）

１階トイレの拡充および３階トイレの整備を行い、アメニティ
機能の向上を図った

動物感染症研究・検査施設

１階：コワーキングスペースやリスキリング研修室、プロジェクト
研究室）等のイノベーション・コモンズ化に資するスペース
を整備した

２階：既存の全学共同利用設備と一体で利活用できるよう、遺伝子
解析室や受託検査室等のBSL2実験・検査スペースを整備した

受託検査室（１） 電気室 屋外 自家発電設備

工事内容

増築に伴う電気容量の増加へ対応するため、電気室を新たに整備した
自家発電設備を整備することで、災害・停電時に重要機器への電源
供給が可能となる

遺伝子解析室

リスキリング研修室



⼤学の研究⼒向上に向けて感染症分野の研究を強化/オープンイノベーションを加速す
るために、動物感染症レジストリを活用した研究活動ができる施設を整備
• スピルオーバー感染症研究
• 動物感染症受託検査に基づく動物由来バイオリポジトリの研究利⽤

本施設では、in vitro、in vivoでの感染症研究ができる最新の設備を搭載
• 病原体取り扱い実験施設
• 企業等とのコラボレーション実験室（ウェット・ラボ）
• 動物感染症受託検査に基づく動物由来バイオリポジトリ

2025年4⽉よりコラボレーション実験室の運用開始。今後機器等を整備し、順次利用
エリアを拡⼤。異分野融合・先端的感染症研究を目的とする利用希望者を中⼼に幅広
く受け入れ
• コラボレーション実験室（ウェット・ラボ）の利⽤
• 動物感染症受託検査および受託試験等の受け入れ
• 先端解析機器を備えた共同利⽤・共同研究施設として運⽤

 施設の目的

 施設の特色

 利⽤のご案内

新築⼯事後に学⻑ラウンドを
⾏ったもう
素晴らしい出来栄えで今後の利
活⽤、研究の推進に期待ができ
るもう


